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翻
　
　
刻

翻
刻
『
花
山
道
秀
居
士
伝
』
―
干
鰯
問
屋
・
湯
浅
屋
与
右
衛
門
と
小
津
与
右
衛
門
家
―

菱

岡

憲

司

　
『
花
山
道
秀
居
士
伝
』
は
、
干ほ
し

鰯か

問
屋
・
湯
浅
屋
の
三
代
、
小
津
与
右
衛
門
理ま
さ

香か（
花
山
道

秀
居
士
）の
伝
記
で
あ
る
。
六
代
目
久ひ

さ
た
り足
の
残
し
た
家
の
記
録
『
家
の
昔
が
た
り
』
と
合
わ

せ
て
一
冊
を
成
す
。
以
下
、
書
誌
を
記
す
。

三
代
小
津
与
右
衛
門
の
伝
記
『
花
山
道
秀
居
士
伝
』
と
小
津
与
右
衛
門
家
の
記
録
『
家

の
昔
が
た
り
』を
所
収
。
二
巻
一
冊
。
二
五
・
五
×
一
七
・
五
糎
。
仮
綴
・
袋
綴
。
共
表
紙
。

外
題
「
道
秀
居
士
伝
／
家
の
昔
か
た
り
／
系
図
」。
内
題
「
花
山
道
秀
居
士
伝
」。
一
〇

行
。
後
表
紙
と
も
五
一
丁
。
奥
書
「
文
化
八
辛
未
年
仲
秋
求
に
応
じ
て
良
桂
述
作
」「
弘

化
三
年
丙
午
七
月
／
六
代
小
津
与
右
衛
門
久
足
謹
誌
」。『
家
の
昔
が
た
り
』
の
内
題
な

し
。
系
図
の
記
載
な
し
。

　　

外
題
で
は
「
道
秀
居
士
伝
／
家
の
昔
か
た
り
／
系
図
」
と
あ
る
が
、
系
図
は
含
ま
れ
な
い
。

　
『
家
の
昔
が
た
り
』
は
、
小
泉
裕
次
「
小
津
久
足
自
筆
稿
本
『
小
津
氏
系
図
』
と
『
家

の
昔
か
た
り
』
に
つ
い
て（
一
）（
二
）」（『
鈴
屋
学
会
報
』
四
〈
一
九
八
七
・
七
〉・
五

〈
一
九
八
八
・
七
〉）に
紹
介
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
解
題
で
は
『
花
山
道
秀
居
士
伝
』
の
内
容
も

詳
説
し
て
い
る
。
そ
の
後
、
拙
編
『
小
津
久
足
資
料
集
』（
雅
俗
研
究
叢
書
三
、
菱
岡
憲
司
・

村
上
義
明
・
吉
田
宰
編
、
二
〇
一
九
）に
お
い
て
、
あ
ら
た
め
て
校
訂
し
た
『
家
の
昔
が
た
り
』

を
翻
刻
紹
介
し
、『
花
山
道
秀
居
士
伝
』
も
含
む
全
冊
画
像
を
付
録
Ｄ
Ｖ
Ｄ
に
収
め
た
。

　
『
花
山
道
秀
居
士
伝
』
に
つ
い
て
、右
の
よ
う
に
原
本
画
像
と
内
容
紹
介
は
す
で
に
備
わ
っ

て
い
る
も
の
の
、
い
ま
だ
翻
刻
は
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
小
津
与
右
衛
門
家
の
歴
史
、
ま
た

干
鰯
問
屋
・
湯
浅
屋
の
濫
觴
と
そ
の
後
の
盛
衰
を
う
か
が
う
貴
重
な
資
料
で
あ
る
た
め
、
こ

の
度
、全
文
を
翻
刻
す
る
こ
と
と
し
た
。小
泉
稿
お
よ
び
拙
編
著
と
あ
わ
せ
て
参
照
さ
れ
た
い
。

　

凡
例

一
、
小
津
家
所
蔵
本
を
底
本
と
し
た
。

一
、
読
解
の
便
を
考
慮
し
て
、
適
宜
、
句
読
点
・
濁
点
・
括
弧
を
施
し
た
。

一
、
漢
字
は
常
用
漢
字
を
原
則
と
し
て
通
行
の
字
体
を
用
い
た
。

一 

、
見
消
・
挿
入
等
の
訂
正
箇
所
は
、
訂
正
後
の
表
記
を
翻
字
し
た
。

一 

、
踊
り
字
の
「
ゝ
」「
ヽ
」「
〳
〵
」
は
底
本
の
ま
ま
と
し
た
。

一
、
割
注
は
〔　

〕
に
よ
り
示
し
た
。

一 

、
本
文
に
誤
り
が
認
め
ら
れ
る
場
合
も
底
本
の
ま
ま
と
し
、
当
該
文
字
右
脇
に（　

）を

用
い
て
注
記
し
た
。

一
、
頭
書
は
対
応
す
る
箇
所
に
【　

】
で
示
し
た
。

花
山
道
秀
居
士
伝

予
倩
思
ひ
み
る
に
、
家
の
元
祖
よ
り
已
来
の
年
歴
盛
衰
を
伝
え
聞
所
、
誠
に
い
づ
か
た
に
て

も
有
事
に
し
て
、
一
栄
一
落
の
浮
沈
は
、
二
葉
の
頃
よ
り
花
葉
さ
か
へ
に
及
び
、
木
の
葉
落

る
時
に
至
り
、
又
は
春
夏
秋
冬
の
移
り
替
る
ご
と
く
、
有
為
転
変
、
世
の
習
ひ
也
。
抑
元
祖

大
円
居
士
は
〔
俗
名
小
津
新
兵
衛
。
小
津
の
別
家
故
に
小
津
を
氏
と
す
。
須
賀
御
出
生
は
中

西
氏
〕
当
国
須
賀
村
の
産
に
て
、
江
戸
伝
馬
町
本
店
に
〔
当
所
本
家
の
江
戸
店
也
〕
年
来
御

勤
労
被
成
し
折
柄
、
紀
州
湯
浅
村
の
住
人
岩
崎
茂
右
衛
門
〔
法
名
釈
了
智
信
士
。
良
桂
の
祖

父
也
〕
の
弟
に
、
嘉
右
衛
門
〔
法
名
釈
円
智
信
士
〕
と
い
へ
る
有
て
、
右
兄
弟
母
方
の
伯

父
橋
本
仁
右
衛
門
方
よ
り
、
関
東
上
総
国
勝
浦
と
い
ふ
所
に
、
八
手
網
株
、
又
は
商
内
も
の

な
ど
の
出
店
有
。
伯
父
の
家
の
店
な
れ
ば
、
円
智
信
士
に
も
少
年
よ
り
此
店
に
下
り
居
し
に
、

三
十
才
計
の
時
、
古
今
の
大
時
化
に
て
、
右
出
店
大
破
に
て
、
退
転
同
前
な
り
。
俗
に
其
所

を
「
仁
右
衛
門
だ
を
し
」
と
い
へ
る
と
ぞ
〔
其
後
網
商
内
、
質
屋
の
店
再
興
し
、
網
や
九
左
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衛
門
と
て
、
六
十
年
余
相
続
せ
し
に
、
年
々
不
漁
不
勘
定
に
て
、
三
十
七
年
以
前
、
其
所
の

人
に
譲
ら
れ
し
也
〕。
右
大
時
化
の
後
に
、
円
智
信
士
に
も
江
戸
表
へ
出
ら
れ
し
に
、
右
湯

浅
村
の
人
に
て
、
相
州
浦
賀
に
お
ゐ
て
干
鰯
問
屋
を
家
業
に
せ
し
、
湯
浅
屋
与
三
右
衛
門
と

い
ふ
人
の
弟
、
与
右
衛
門
と
い
ふ
人
と（

は
脱
カ
）

な
し
合
、
仲
間
に
て
江
戸
北
新
堀
に
お
ゐ
て
干
加
問

屋
を
始
し
は
、
宝
永
五
六
年
の
頃
と
か
や
。
右
問
屋
の
事
な
れ
ば
、
関
東
浜
方
取
引
得
意
先

よ
り
、
品
々
買
物
を
注
文
し
頼
来
る
中
に
も
、
紙
・
綿
の
類
も
毎
々
申
来
り
し
は
、
伝
馬

町
本
店
へ
度
々
調
へ
に
行
し
所
、
右
北
新
堀
の
店
開
基
よ
り
年
歴
纔
に
し
て
、
右
与
右
衛
門

と
い
へ
る
人
、
如
何
成
訳
に
や
、
中
間
店
を
い
と
ひ
元
手
も
抜
取
て
、
浦
賀
へ
引
退
し
か

ば
、
円
智
信
士
に
も
一
分
に
て
は
家
業
も
少
々
手
強
り
て
、
持
こ
た
へ
が
た
き
事
も
有
べ
き

哉
と
心
付
、
さ
れ
ど
も
店
仕
廻
申
も
、
年
々
漁
事
も
あ
り
て
、
折
角
取
立
し
店
の
事
と
思
ひ
、

度
々
伝
馬
町
本
店
へ
調
物
に
行
、
大
円
居
士
と
も
時
々
御
出
会
申
せ
し
縁
に
よ
り
、
本
店
へ

行
、
大
円
居
士
に
物
語
に
、
ケ
様
〳
〵
の
訳
に
て
、
店
も
家
業
手
強
申
候
ま
ゝ
、
浜
方
能
漁

事
も
年
々
有
し
事
な
れ
ば
、
右
干
加
問
屋
株
御
加
入
な
り
と
も
、
御
引
受
な
り
と
も
被
成
ま

じ
く
哉
、
と
の
事
に
て
有
し
が
、
大
円
居
士
に
も
商
売
違
ひ
の
事
に
て
、
干
加
問
屋
の
家
業

の
道
は
御
存
な
き
事
故
に
、
加
入
・
引
受
と
も
出
来
が
た
き
趣
仰
け
れ
ば
、
元
手
さ
へ
少
々

御
入
候
へ
ば
、
家
業
の
事
は
御
構
ひ
な
く
、
御
存
な
く
と
も
、
拙
者
引
受
世
話
可
致
と
の
事

に
あ
り
し
か
ば
、
左
あ
ら
ば
其
御
元
引
受
御
世
話
被
下
候
事
な
ら
ば
、
と
あ
り
て
〔
店
名
前

は
浜
方
へ
弘
り
居
候
名
ゆ
へ
、
矢
張
湯
浅
屋
与
右
衛
門
名
前
を
用
ひ
〕
御
互
に
仲
間
店
の
心

に
て
相
続
も
調
ひ
、
其
後
円
智
信
士
、
少
し
も
如
在
な
き
人
に
て
、
年
来
十
六
七
年
も
店
の

事
抜
目
な
く
世
話
出
情
し
て
、
御
互
に
元
手
の
仕
分
け
も
片
付
、
故
郷
湯
浅
へ
引
込
れ
し

後
〔
享
保
十
五
庚
戌
年
十
月
八
日
、
五
十
四
才
に
て
往
生
。
俗
名
嘉
右
衛
門
と
い
ふ
。
今
年

迄
八
十
二
年
に
な
る
。
大
円
居
士
よ
り
高
野
山
江
、
日
牌
御
上
げ
被
下
候
由
承
及
〕
右
円
智

信
士
幷
に
同
人
の
弟
半
右
衛
門
〔
法
名
釈
証
応
信
士
〕
世
話
中
に
、
今
の
小
網
町
へ
変
宅
あ

り
し
と
ぞ
。
猶
又
円
智
信
士
世
話
中
よ
り
、
弟
証
応
信
士
と
い
へ
る
が
店
に
勤
居
し
が
、
円

智
信
士
の
次
に
は
利
兵
衛
と
い
ふ
人
、
少
し
の
内
、
店
の
世
話
支
配
し
、
夫
よ
り
証
応
信
士
、

諸
支
配
引
受
世
話
せ
し
也
。
扨
又
大
円
居
士
は
、
当
所
中
町
に
て
居
宅
御
求
、
女
子
三
人

あ
り
。
惣
領
に
は
宜
山
了
説
大
姉
〔
俗
名
お
ぎ
ん
〕、
中
子
は
月
桂
英
秋
大
姉
〔
俗
名
お
ち

く
〕、
末
子
は
蘭
室
浄
薫
大
姉
〔
俗
名
お
る
い
〕。
年
来
御
苦
労
被
成
し
が
〔
享
保
十
八
癸
丑

年
五
月
十
九
日
、
六
十
一
才
御
往
生
。
今
年
迄
七
十
九
年
〕、
右
已
前
、
享
保
十
五
六
年
頃

よ
り
し
て
御
往
生
後
も
、
江
戸
店
は
右
証
応
信
士
世
話
引
受
の
所
、
幸
に
大
円
居
士
の
甥
子

長
之
助
と
て
、
少
年
に
て
店
へ
御
下
り
有
し
を
、
大
円
居
士
の
名
跡
と
致
度
と
て
、
半
右
衛

門
〔
釈
証
応
信
士
〕
隠
居
に
も
此
元
へ
登
り
、
本
家
へ
の
達
し
も
相
済
、
其
後
十
四
五
年
も

過
て
、
延
享
四
卯
年
十
一
月
、
御
惣
領
了
説
大
姉
と
御
婚
礼
あ
り
て
、
目
出
度
相
済
、
新
兵

衛
と
御
改
名
被
成
し
は
、
則
道
秀
居
士
の
御
父
也
〔
戒
名
要
運
道
機
居
士
〕。
其
後
、
了
説

大
姉
は
御
婚
礼
よ
り
三
年
目
、
寛
延
二
巳
年
、
女
子
御
出
産
有
、
夫
よ
り
右
翌
々
年
寛
延
四

未
年
七
月
十
八
日
、
又
女
子
出
生
〔
水
子
の
内
に
早
世
。
無
染
童
女
是
也
〕。
此
時
了
説
大

姉
御
往
生
〔
今
年
迄
六
十
一
年
被
成
、右
之
巳
年
出
生
の
女
子
、宝
暦
六
子
年
八
才
に
て
早
世
。

心
月
恵
空
童
女
是
也
。
俗
名
お
と
み
。
今
年
ま
で
五
十
六
年
被
成
〕。
是
非
も
な
き
次
第
也
。

然
る
に
、
前
書
の
円
智
信
士
・
証
応
信
士
の
甥
に
、
湯
浅
の
産
に
て
、
北
村
半
三
郎
次
男
、

太
七
と
い
へ
る
有
〔
少
年
の
時
、
名
左
六
と
云
〕
伯
父
〳
〵
の
縁
に
ふ
れ
て
、
少
年
よ
り
江

戸
に
下
り
、
店
に
年
来
勤
て
、
店
支
配
を
も
せ
し
が
、
道
機
居
士
御
存
付
に
て
、
大
円
居
士

の
御
後
室
、
清
霖
大
姉
へ
御
談
じ
あ
り
て
、
店
始
り
よ
り
の
因
縁
も
有
事
な
れ
ば
と
、
道
機

居
士
の
弟
分
と
し
、
名
を
新
七
と
改
て
、
右
新
七
を
大
円
居
士
の
中
子
英
秋
大
姉
へ
縁
談
婚

儀
を
取
結
せ
ら
れ
る
。
英
秋
大
姉
程
な
く
一
男
子
出
産
あ
り
て
、
則
其
時
〔
宝
暦
四
甲
戌
年

七
月
三
日
。
二
十
六
才
〕
御
往
生
〔
今
年
ま
で
五
十
八
年
被
成
〕
出
生
の
男
子
熊
太
郎
と
い

ふ
〔
宝
暦
六
丙
子
年
四
月
廿
九
日
、
三
才
に
て
早
世
。
観
光
童
子
是
也
。
今
年
迄
五
十
六
年

に
な
る
〕。
新
七
に
も
独
身
之
事
、
殊
に
眼
病
気
に
付
、
此
元
・
大
坂
・
湯
浅
な
ど
に
て
保

養
せ
し
が
、
道
機
居
士
よ
り
新
七
親
類
の
内
に
て
、
名
跡
の
事
、
度
々
御
催
促
あ
り
し
故
に
、

岩
崎
茂
右
衛
門
〔
法
名
釈
了
祐
信
士
。
天
明
元
丑
年
八
月
九
日
往
生
。
七
十
三
才
。
良
桂
実

父
也
。
当
年
迄
三
十
一
年
被
成
〕
の
次
男
虎
松
を
養
子
と
し
、
新
七
・
茂
右
衛
門
・
虎
松
同

道
に
て
、
明
和
元
年
春
、
此
元
へ
来
り
、
虎
松
元
服
し
て
新
三
郎
と
改
、
夫
よ
り
紀
州
へ
帰

り
、
新
三
郎
江
戸
へ
下
る
〔
四
年
目
亥
年
、
初
登
り
し
、
其
年
又
下
り
、
其
翌
年
明
和
五
子
年
、

新
七
事
、
湯
浅
に
て
大
病
に
付
、
新
三
郎
も
登
り
、
同
年
八
月
十
五
日
、
新
七
往
生
。
高
原

良
水
居
士
是
也
。
新
三
郎
に
も
急
登
候
へ
ど
も
、
二
日
遅（

マ
マ
）り
着
。
千
万
残
念
也
。
今
年
迄

四
十
四
年
被
成
。
中
陰
済
て
、
此
元
へ
新
三
郎
来
り
、
翌
年
春
下
り
、
夫
よ
り
十
二
年
目
安

永
九
子
年
、
道
機
居
士
御
指
図
に
て
、
新
三
郎
此
元
へ
登
り
、
新
七
と
改
、
道
秀
居
士
の
妹

妙
順
大
姉
〔
俗
名
た
か
。
当
年
四
月
十
七
日
往
生
。
五
十
一
才
〕
と
婚
礼
被
仰
付
、無
滞
相
済
、

夫
よ
り
二
十
六
年
目
新
七
五
十
九
才
、
一
子
新
三
郎
へ
家
名
譲
り
、
剃
髪
し
て
良
桂
と
改
名

す
。
尤
右
一
件
は
委
く
記
す
に
不
及
事
な
れ
ど
も
、
此
巻
物
の
終
り
に
良
桂
述
作
と
書
記
有

事
ゆ
へ
に
、
良
桂
と
い
ふ
名
迄
の
行
立
を
述
ん
が
為
に
如
此
〕。
扨
又
御
後
室
清
霖
大
姉
に

も
御
年
の
上
と
い
ひ
、
四
五
年
の
内
に
了
説
大
姉
・
英
秋
大
姉
御
往
生
、
度
々
の
不
幸
に
て
、

御
心
痛
の
余
り
御
病
気
と
な
ら
せ
、
終
に
間
も
な
く
〔
宝
暦
四
甲
戌
年
八
月
十
三
日
。
今
年
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迄
五
十
八
年
〕
御
往
生
に
て
、
是
非
も
な
き
次
第
也
。
尤
此
一
両
年
已
前
、
大
円
居
士
御
末

子
浄
薫
大
姉
へ
〔
俗
名
お
る
い
〕
道
機
居
士
に
も
御
再
婚
あ
り
て
、
道
秀
居
士
〔
宝
暦
八
寅

年
十
二
月
十
五
日
出
生
。
幼
名
新
蔵
と
い
ふ
〕
御
姉
妹
子
等
女
子
五
人
有
。
其
以
前
よ
り
道

機
居
士
年
来
江
戸
通
ひ
も
被
成
し
処
、
証
応
信
士
【
証
応
信
士
は
紀
州
湯
浅
の
人
、
半
右
衛

門
と
云
】
先
年
享
保
十
五
六
年
の
頃
よ
り
店
世
話
支
配
等
引
受
ら
れ
し
後
も
、
年
々
能
漁
事

あ
り
て
、殊
に
証
応
信
士
は
器
量
勝
れ
し
人
に
て
、家
業
も
甚
手
弘
く
し
て
、繁
昌
せ
し
と
也
。

右
証
応
信
士
に
も
数
年
店
の
支
配
し
て
、
跡
役
長
十
郎
と
い
ふ
に
譲
り
、
夫
よ
り
段
々
跡
役

〳
〵
へ
譲
り
て
後
も
、
年
来
店
の
後
見
を
し
て
〔
宝
暦
四
甲
戌
年
三
月
十
一
日
、
六
十
三
才
。

深
川
墨
江
町
宅
に
て
往
生
。
築
地
寺
中
正
法
寺
に
葬
。
五
十
八
年
被
成
〕、
道
機
居
士
御
再

婚
後
十
四
五
年
も
過
て
、
女
子
〔
明
和
四
亥
年
十
一
月
五
日
。
慧
墐
童
女
。
早
世
。
俗
名
り

か
。
道
秀
居
士
妹
子
。
四
十
五
年
被
成
〕、
扨
又
道
秀
居
士
御
姉
子
〔
明
和
五
子
年
十
一
月

二
日
、十
二
才
。
早
世
。
玉
峯
幻
姿
童
女
。
四
十
四
年
被
成
。
俗
名
お
才
〕両
年
不
幸
つ
ゞ
き
、

一
同
御
愁
傷
申
も
お
ろ
か
也
。
然
る
に
右
十
六
七
年
已
前
、
宝
暦
の
初
頃
よ
り
、
関
東
浜
方

漁
事
甚
無
数
な
り
て
、
干
加
問
屋
よ
り
浜
々
網
方
へ
仕
入
金
も
過
分
か
し
だ
を
れ
に
成
候
分

お
ほ
く
、
其
上
き
び
し
き
不
漁
の
年
も
有
て
、
問
屋
・
浜
方
と
も
に
一
同
渡
世
も
成
が
た
き

折
柄
、
宝
暦
十
辰
年
二
月
、
大
火
に
店
は
勿
論
、
深
川
干
加
売
場
蔵
々
迄
も
類
焼
に
よ
り
て
、

店
も
甚
難
渋
に
て
、
商
売
相
や
す
み
逼
塞
に
付
、
深
川
材
木
町
へ
引
越
、
此
元
居
宅
も
夫
迄

は
中
町
に
て
あ
り
し
を
、
其
時
今
の
百
足
町
へ
引
越
、
暫
借
宅
住
居
、
猶
又
時
節
柄
之
事
、

か
た
〴
〵
倹
約
質
素
第
一
と
せ
し
事
と
ぞ
。
道
機
居
士
は
壮
年
の
御
時
に
て
、
道
秀
居
士
は

三
才
の
時
也
。
既
に
店
も
立
行
が
た
き
体
に
て
有
し
所
、
諸
方
の
金
主
方
厚
情
憐
愍
、
猶
又

江
戸
鉄
砲
洲
栖
原
角
兵
衛
及
店
支
配
人
常
喜
老
〔
当
国
黒
部
の
人
に
て
、
証
応
信
士
格
別
の

懇
意
に
し
て
、器
量
人
也
。
証
応
信
士
死
去
後
な
れ
ど
も
、右
因
縁
に
よ
り
相
談
ば
し
ら
と
成
、

取
分
け
身
に
入
、
懇
情
に
預
り
し
人
也
〕、
扨
又
時
の
支
配
人
又
は
我
伯
父
半
蔵
と
い
へ
る

人
な
ど
格
別
骨
を
折
て
、
勿
論
道
機
居
士
御
心
配
は
申
に
不
及
し
て
、
漸
と
右
翌
年
深
川
材

木
町
よ
り
又
小
網
町
へ
引
越
、
再
興
を
企
、
巳
年
七
月
よ
り
見
世
開
商
売
を
始
し
と
の
事
也

〔
今
年
迄
五
十
一
年
被
成
〕。
扨
又
此
元
は
夫
よ
り
十
三
年
過
て
安
永
二
巳
年
、
坂
内
山
ぬ
け

て
古
今
の
洪
水
に
て
、
百
姓
の
家
ま
た
は
諸
道
具
・
牛
馬
に
至
ま
で
前
成
川
を
川
上
よ
り
流

下
り
、
大
橋
も
捻
折
て
落
る
〔
こ
の
時
迄
は
前
成
川
ば
た
よ
り
水
の
流
る
ゝ
所
迄
は
一
間
半

も
下
る
位
、
則
今
の
姿
位
也
。
右
洪
水
後
は
川
も
一
面
に
う
づ
ま
り
、
水
の
流
る
所
、
町
地

面
と
同
位
に
成
て
、
水
の
防
な
し
。
夫
よ
り
町
内
世
話
し
て
川
ば
た
に
土
手
を
築
、
水
の
防

と
し
、
右
土
手
の
上
を
人
馬
往
来
の
通
路
と
せ
し
也
。
夫
故
百
足
町
中
居
宅
の
地
形
は
土
手

よ
り
甚
ひ
く
か
り
し
也
〕。
扨
道
機
居
士
、
年
来
江
戸
通
ひ
を
も
被
成
し
が
、
洪
水
の
時
の
事
、

甚
御
苦
労
に
思
召
、
其
後
も
折
に
は
洪
水
の
時
に
は
土
手
切
れ
損
じ
、
家
内
に
水
入
難
儀
せ

し
事
有
し
に
よ
り
、
用
心
の
為
、
蔵
の
地
形
を
あ
げ
て
、
蔵
を
丈
夫
に
御
建
直
し
有
て
、
水

損
の
時
、
家
内
立
退
所
と
被
成
し
は
、
三
十
六
年
計
已
前
の
事
、
則
今
の
古
蔵
是
也
。
其
後

三
十
二
年
已
前
、
安
永
九
子
年
、
裏
の
隠
居
所
御
建
あ
り
。
廿
七
年
已
前
、
天
明
五
巳
年
三

月
、
隣
黒
部
屋
隠
居
御
求
、
住
居
も
広
く
成
、
右
前
年
辰
年
、
道
機
居
士
御
剃
髪
、
御
名
前

も
道
機
と
御
改
、
俗
名
は
御
譲
り
に
付
、
道
秀
居
士
新
兵
衛
と
御
改
、
翌
巳
年
四
月
御
両
親

ま
し
ま
す
内
に
、
妻
女
は
山
田
の
船
江
森
氏
息
女
を
御
迎
へ
取
、
目
出
度
婚
姻
も
相
済
、
尤

五
十
一
年
已
前
店
類
焼
に
て
、
難
渋
の
所
を
取
続
し
後
よ
り
、
廿
四
五
年
の
内
に
右
頃
迄
に

御
父
御
存
生
中
に
店
も
段
々
持
直
せ
し
は
、
一
同
の
悦
と
す
る
所
也
。
道
機
居
士
に
は
間
も

な
く
し
て
其
年
〔
八
月
十
九
日
、
御
年
六
十
七
才
。
今
年
ま
で
二
十
七
年
被
成
〕
御
往
生
に

て
、
一
同
に
残
念
い
わ
ん
か
た
な
く
、
甚
憂
に
沈
、
中
陰
仏
事
も
無
滞
御
執
行
あ
り
。
其
後

四
年
目
申
年
に
、
又
大
水
に
て
居
宅
床
の
上
迄
も
水
入
、
居
宅
も
所
々
損
せ
し
に
付
て
、
繕

ひ
か
け
し
か
ど
も
、
繕
ひ
に
難
成
所
、
又
所
詮
長
持
せ
ぬ
所
も
見
え
け
れ
ば
、
道
秀
居
士
に

も
迚
の
事
に
建
直
し
、
地
形
も
あ
げ
て
水
難
を
防
ん
と
、
其
節
よ
り
家
内
裏
の
隠
居
へ
御
移

り
、
居
宅
は
不
残
取
放
し
、
夫
よ
り
地
形
も
あ
げ
て
普
請
の
切
組
に
取
懸
り
、
右
申
年
よ
り

酉
年
戌
年
迄
に
、
地
形
四
尺
余
あ
げ
て
居
宅
普
請
も
出
来
、
寛
政
二
戌
年
に
今
の
宅
へ
移
る

〔
今
年
迄
廿
二
年
被
成
〕。
地
形
上
り
し
事
な
れ
ば
水
難
の
憂
も
な
く
、
普
請
成
就
せ
し
事
を

悦
び
あ
へ
り
〔
其
後
九
年
計
立
候
迄
は
町
内
土
手
は
高
し
。
外
々
は
居
宅
地
形
ひ
き
く
有
し

に
、
町
内
一
同
居
宅
地
形
も
上
り
、
此
時
よ
り
町
並
能
成
。
当
年
よ
り
十
四
年
計
以
前
の
こ

と
也
〕。
然
る
に
其
翌
寛
政
三
亥
年
二
月
十
八
日
、
御
町
役
所
よ
り
竹
内
・
越
久
・
織
戸
・

道
秀
居
士
、
一
人
別
に
呼
出
し
有
て
、
御
奉
行
様
よ
り
直
に
御
用
金
調
達
、
過
分
に
被
仰
付
、

中
々
左
様
之
身
上
向
に
は
な
き
趣
、
固
辞
し
て
願
と
い
へ
ど
も
御
許
容
な
く
、
上
納
難
調
候

は
ゞ
、
若
山
へ
罷
越
て
可
願
段
被
仰
付
、
不
相
済
帰
宅
し
て
、
外
々
咄
合
す
所
に
、
無
拠
大

体
御
受
も
致
候
よ
し
、
尚
又
一
度
に
出
金
と
申
に
も
な
く
、
一
ケ
年
中
月
割
に
し
て
月
々
可

納
と
の
仰
付
ゆ
へ
に
、
無
拠
御
受
申
上
し
也
。
其
年
三
月
十
五
日
、
又
々
道
秀
居
士
外
三
軒

と
も
御
呼
出
し
あ
り
て
、
麻
上
下
に
て
可
出
様
に
と
の
仰
に
付
、
一
同
出
ら
れ
し
所
、
三
人

御
扶
持
方
被
下
置
、
又
同
廿
五
日
に
被
召
出
、
大
年
寄
格
の
仰
を
蒙
り
、
尚
又
上
納
せ
し
金

子
は
其
後
々
と
も
に
冬
に
至
、
御
利
息
も
添
、
申
年
迄
十
年
の
間
、
元
利
と
も
御
下
げ
、
申

年
十
二
月
下
地
証
文
は
不
残
御
書
替
に
成
、
翌
酉
年
四
月
十
四
日
、
道
秀
居
士
御
役
所
表
へ

被
召
出
、
御
為
替
格
二
人
御
増
扶
持
被
下
置
、
追
々
格
式
頂
戴
有
が
た
き
次
第
也
。
同
年
九
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月
廿
五
日
、
御
役
所
へ
被
召
出
て
、
御
下
げ
金
三
ケ
年
御
断
延
、
子
年
よ
り
三
十
年
賦
に
と

の
被
仰
渡
也
。
其
後
享
和
四
子
年
よ
り
丑
寅
と
三
年
の
間
、
年
賦
御
下
げ
有
し
処
、
御
上
に

も
い
よ
〳
〵
御
操（

繰
）合
甚
不
宜
よ
し
、
右
翌
文
化
四
卯
年
、
町
方
一
同
御
断
延
有
、
同
年
四
月

廿
七
日
、
町
役
所
へ
道
秀
居
士
被
召
出
、
上
納
金
十
分
一
は
御
下
げ
の
積
り
の
所
、
若
山
表

に
て
も
当
時
御
不
操（

繰
）合

を
相
弁
へ
、
上
げ
切
に
致
候
者
も
有
之
段
、
事
を
わ
け
て
委
く
御
内

意
あ
り
、
則
道
秀
居
士
に
も
彼
是
御
申
上
候
へ
ど
も
、
御
内
意
難
黙
止
事
共
有
て
、
是
非
に

不
及
、
上
げ
切
の
段
被
申
上
候
所
、
其
後
五
月
、
右
之
趣
書
付
可
差
上
様
被
仰
付
、
則
書
付

認
差
上
る
。
右
上
げ
切
に
致
申
候
段
神
妙
に
思
召
、
其
年
被
召
出
、
又
二
人
御
増
扶
持
被
下

置
、
有
が
た
き
事
ど
も
也
。
扨
道
秀
居
士
代
に
至
、
関
東
近
浜
筋
漁
事
年
に
よ
り
多
少
不
定

と
い
へ
ど
も
、
奥
州
筋
は
年
々
相
応
の
漁
事
有
て
、
商
内
場
合
も
能
、
店
も
段
々
持
直
し
て
、

前
書
之
通
普
請
も
し
、
下
地
よ
り
の
蔵
も
段
々
せ
ま
く
成
、
又
新
規
に
蔵
を
も
建
添
、
御
扶

持
格
式
迄
も
段
々
頂
戴
し
、
且
又
久
敷
一
子
も
授
ら
ざ
り
し
に
、
已
前
四
十
三
の
御
時
、
申

年
一
男
子
を
儲
け
た
ま
ひ
し
〔
亀
蔵
と
名
付
、
三
才
戌
九
月
大
病
を
相
煩
ひ
て
快
気
す
。
元

来
申
年
の
四
月
廿
八
日
生
れ
な
れ
ど
も
、
右
病
気
祈
祷
の
頃
、
年
月
不
宜
と
て
生
れ
年
の
前

年
未
正
月
廿
八
日
生
と
祭
替
る
〕
事
ど
も
、
全
神
仏
の
御
影
、
御
先
祖
の
御
苦
労
あ
り
し
余

沢
、
江
戸
店
の
得
意
方
の
助
成
を
以
、
御
身
の
幸
福
に
あ
ひ
た
ま
ひ
し
は
、
御
当
人
始
、
其

外
一
同
の
仕
合
と
感
悦
す
る
所
也
。
道
秀
居
士
御
父
に
は
若
年
に
し
て
別
れ
給
ひ
し
が
、
御

母
堂
に
は
永
く
つ
か
へ
さ
せ
、
近
来
段
々
店
の
持
直
し
、
家
の
ふ
た
ゝ
び
栄
へ
し
事
を
も
知

せ
ま
い
ら
せ
し
は
、
一
同
の
悦
び
と
す
る
所
と
思
ひ
し
が
、
は
か
ら
ず
も
八
年
以
前
〔
文
化

元
子
年
十
一
月
十
九
日
、
七
十
二
才
。
蘭
室
浄
薫
大
姉
〕
御
往
生
に
て
、
一
同
に
甚
憂
に
沈
、

愁
傷
限
り
な
し
。
中
陰
仏
事
も
無
滞
執
行
あ
り
。
扨
又
二
十
年
計
以
前
に
新
蔵
の
う
し
ろ
に

用
心
の
為
に
池
を
掘
せ
、
又
十
三
年
計
以
前
よ
り
身
こ
な
し
養
生
の
為
と
て
、
道
秀
居
士
裏

の
地
に
菊
を
作
り
て
楽
み
と
し
た
ま
ひ
、
尤
十
四
才
に
て
江
戸
へ
初
下
り
有
し
後
、
若
年
内

よ
り
度
々
江
戸
通
ひ
も
被
成
し
か
ど
も
、
此
元
に
て
は
隙
成
御
身
分
に
よ
り
、
与
風
思
ひ
付

給
ひ
し
が
、
今
の
花
壇
も
其
頃
よ
り
の
事
に
し
て
、
年
々
繁
茂
し
今
の
体
也
。
時
に
四
年
以

前
、
文
化
五
辰
年
九
月
十
九
日
夜
、
病
な
く
苦
痛
も
な
く
し
て
俄
に
往
生
し
給
ふ
〔
花
山
道

秀
居
士
。
五
十
一
才
〕。
一
統
に
甚
驚
き
入
、
愁
傷
か
ぎ
り
な
く
、
針
業
も
届
か
ず
其
甲
斐

な
く
、
葬
式
・
中
陰
滞
り
な
く
執
行
有
。
扨
後
々
の
代
に
い
た
り
て
も
今
の
住
居
姿
を
取
失

は
ぬ
様
に
江
戸
店
繁
昌
、
家
内
一
家
無
事
安
全
祈
る
所
也
。
さ
れ
ど
も
前
文
に
有
し
ご
と
く
、

時
節
に
よ
り
江
戸
店
等
も
昔
よ
り
是
ま
で
に
浮
沈
有
し
事
な
れ
ば
、
始
り
あ
れ
ば
終
り
有
の

道
理
も
あ
れ
ば
、
盛
衰
は
時
の
冝
に
随
ふ
べ
き
か
。
此
後
と
て
も
時
節
に
連
、
盛
衰
変
化
も

有
ま
じ
き
に
も
あ
ら
ず
。
道
を
守
り
て
の
上
お
と
ろ
へ
る
は
力
に
不
及
、
さ
れ
ど
も
子
孫
に

至
り
て
も
、
時
の
あ
る
じ
は
勿
論
、
一
統
に
あ
し
き
心
立
は
持
べ
か
ら
ず
。
江
戸
店
も
一
旦

零
落
に
及
し
か
ど
も
、
諸
方
の
金
主
懇
情
憐
愍
に
よ
り
取
続
し
事
に
て
、
今
日
皆
不
自
由
も

な
く
暮
す
事
な
れ
ば
、
右
諸
方
憐
愍
を
受
し
所
心
に
忘
ず
し
て
、
実
意
・
慈
悲
・
善
根
を
む

ね
と
し
、
御
先
祖
〳
〵
の
御
苦
労
を
被
成
し
御
影
を
常
々
心
に
か
け
、
倹
約
に
し
て
、
奢
の

人
を
こ
ら
ば
前
書
の
次
第
を
お
も
ひ
、
己
に
か
ち
て
是
を
押
へ
、
む
か
し
店
の
衰
微
せ
し
時

の
事
を
思
ひ
、
恐
れ
つ
ゝ
し
み
、
神
仏
・
御
先
祖
を
う
や
ま
ひ
な
ば
、
天
道
の
正
理
に
叶
ひ
、

神
仏
の
御
加
護
に
よ
り
、
後
の
代
ま
で
も
長
久
な
ら
ん
。
必
心
得
違
ひ
あ
る
べ
か
ら
ず
と
思

ふ
の
み
。

右
愚
意
の
つ
ゞ
る
所
、
少
し
も
紛
わ
し
き
事
は
用
ひ
ず
、
正
説
を
専
一
と
す
。
然
ど
も
元
来

麁
文
愚
筆
の
某
な
れ
ば
、
不
残
つ
ぶ
さ
に
述
し
る
す
事
あ
た
は
ず
、
其
上
余
り
長
篇
に
な
り

て
は
、
か
へ
つ
て
道
秀
居
士
の
伝
た
る
趣
意
を
失
ん
事
を
思
ひ
け
れ
ば
、
猶
つ
た
な
き
文
体

の
中
に
も
書
落
せ
し
ケ
条
又
は
文
段
の
跡
先
な
ど
も
有
ん
。
後
の
み
る
人
、
察
見
を
こ
ひ
ね

が
ふ
と
し
か
い
ふ
。

文
化
八
辛
未
年
仲
秋
求
に
応
じ
て
良
桂
述
作

（
＊
「
家
の
昔
が
た
り
」
序
）

吾
家
の
先
祖
の
こ
と
し
る
せ
る
書
か
つ
て
な
し
。『
花
山
道
秀
居
士
伝
』
と
い
ふ
一
巻
あ
り
。

こ
れ
は
道
秀
居
士
の
後
室
浄
春
尼
の
も
と
め
に
よ
り
て
、
良
桂
居
士
の
作
な
り
。
こ
の
良
桂

居
士
は
紀
州
湯
浅
出
生
の
人
に
て
、
本
町
新
七
か
た
の
養
子
と
な
り
し
人
な
る
が
、
名
あ
る

師
に
か
ゝ
り
て
、
学
問
せ
ら
れ
し
事
も
き
か
ね
ど
、
わ
が
幼
年
に
四
書
五
経
な
ど
の
素
読
を

う
け
し
こ
と
あ
り
し
が
、
今
う
す
〳
〵
そ
の
人
と
な
り
を
お
も
ふ
に
、
一
く
せ
あ
り
て
、
へ

ん
く
つ
な
る
老
翁
な
り
し
が
、
性
甚
綿
蜜

（
マ
マ
）に
て
、
書
も
つ
た
な
か
ら
ず
、
俗
牘
な
ど
は
所
謂

文
者
と
も
い
ふ
ベ
く
、
詩
歌
連
俳
の
心
が
け
は
な
け
れ
ど
、
仮
字
の
俗
文
な
ど
も
つ
た
な
か

ら
ぬ
を
外
に
も
み
し
こ
と
あ
り
。
さ
れ
ば
『
道
秀
居
士
伝
』
の
文
、
達
意
に
よ
く
の
ベ
え
た

り
。
今
に
て
は
そ
の
時
の
さ
ま
、
こ
の
書
な
く
し
て
は
し
れ
が
た
き
こ
と
も
あ
れ
ば
、
家
の

宝
と
も
い
ふ
ベ
け
れ
ば
、
べ
ち
に
一
巻
を
う
つ
さ
せ
お
く
に
つ
き
て
、
つ
く
〴
〵
お
も
ふ
に
、

こ
の
書
、
道
秀
居
士
の
こ
と
を
主
と
し
、
ほ
か
の
こ
と
を
客
と
せ
ら
れ
た
れ
ば
、
家
の
こ
と

に
つ
き
て
は
、
い
ま
だ
つ
く
さ
ゞ
る
と
こ
ろ
な
き（

に
脱
）あ

ら
ず
。
し
か
る
に
浄
春
尼
は
長
生
に
て
、

こ
と
し
七
十
九
、
い
さ
ゝ
か
老
耄
の
う
れ
ひ
な
け
れ
ば
、
昔
が
た
り
の
い
ひ
つ
た
へ
を
き
ゝ

と
り
、
な
ほ
亡
父
そ
の
外
、
古
き
手
代
ど
も
に
聞
置
し
こ
と
ゞ
も
の
、
こ
の
書
に
も
れ
た
る
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を
補
、
そ
の
書
の
後
の
こ
と
を
も
書
く
は
へ
て
、
こ
の
書
の
し
り
へ
に
つ
け
て
合
一
巻
と
し
、

そ
の
つ
い
で
に
系
図
を
も
そ
へ
、
子
孫
の
誡
と
な
る
べ
き
こ
と
を
も
、
筆
の
つ
い
で
に
か
き

つ
け
お
く
も
の
也
。

（
以
下
の
翻
刻
は
『
小
津
久
足
資
料
集
』
所
収
の
『
家
の
昔
が
た
り
』
を
参
照
の
こ
と
）
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Reprinting Notes of "Kazan doshu koji den".

HISHIOKA Kenji (Japanese culture)

　Reprinting Notes of "Kazan doshu koji den(The manuscripts of his biography)" written by Shinshiti 
Ozu(A merchant of Edo period).


